
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 1日発行 

 

 

〒９８１-８００６ 

仙台市泉区黒松１-３３-４０ 

TEL ２３４－５３４６ 

FAX  ２１９－２０３８ 

このセンターだよりはリサイクルできます。 

 

開催時期：2021年 5月～12月（年間５回） 

     開催月：5月、6月、１０月、１１月、１２月 

日  時：主に開催月の第 3木曜日 

Ⓐ前半コース 10：00～10：50 

       Ⓑ後半コース 11：10～12：00 

対  象：60歳以上の方 ⒶⒷ各 30人 

      応募多数の際は抽選となります。 

費  用：１人 ５００円（年間） 

講座内容：健康・文化・音楽など様々な内容を予定 

しています。（運営委員会で決定します） 

申込方法：往復はがきで黒松市民センターへ郵送、 

または、窓口へ６3円はがき１枚持参で 

申込締切：３月 18日（木）必着 

減免申請はお済みですか？ 
 現在、市民センターでは「令和 3年度市民センター使用料減免登録申込み」を受付中です。 

必要な書類を揃えて市民センター窓口へ申し出てください。 

 代表者・担当者が代わっている団体は、利用者カード登録内容の変更も併せてお願いします。 

 詳しくは市民センターへお問合せください。 

 

往復はがき記載例 
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【市民センター全 60館における 4・5月利用分の予約受付の停止について】 
  

市民センターを、新型コロナウイルス感染症におけるワクチン集団接種の会場候補とするため、 

4・5月利用分の予約受付を一時停止します。 

 今後の利用予約などの詳細につきましては決まり次第お知らせいたします。 

 利用者の皆様におかれましては、ご理解、ご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 
 
  ※地域優先予約等ですでに予約済みの利用予約につきましては、今後の接種会場の検討状況により、 

予約の取消をお願いする場合があります。 

  ※この記事は 2 月 19 日現在の内容で掲載しています。最新の情報は、当センターやホームページでご確認ください。 
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※市民センターが新型コロナウイルスのワクチン接種会場に決定した場合、 

申込み方法や学習日時等を変更することがあります。 



 

 

 

 

黒松市民センターでお預かりして
いる忘れ物を、下記の期間ロビー
に展示いたします。お心当たりの
ある方は、期間内にお越し下さい。 

 日時：3月16日(火)～ 

          3月 31日(水) 

 場所：黒松市民センター 

     １階ロビー 

★お預かりから半年以上経過した 

 ものは、展示期間が過ぎましたら 

 廃棄させていただきます。 

最近、忘れ物が増えております。 

お帰りの際は、声をかけ合っていただき、 

忘れ物の無いようにお願いいたします。 

「くろまつミニギャラリー」は、まちの小さな作品展として、昨年

11月から週替わりで、さまざまな手づくり作品を展示してきました。 

気軽に見学できるということで、たくさんの方に見ていただき、「す

ばらしい！」の声もたくさんいただきました。 

一部ではありますが、ご紹介いたします。 

今後の予定 

3月 1週目：黒松児童館 

   2週目：手編み作品 

お楽しみに！ 

展
示
の
様
子 

絵手紙 

金継ぎ 

新聞紙の昆虫 

紙しばい 

クロスステッチ 

 3 月のセンターご利用案内 

  センター休館日 1 日(月)、8 日(月)、15 日(月)、22 日(月)、29 日(月)  
  ホール個人使用日  6 日 (土 )、14 日 (日 )、20 日 (土 )、28 日 (日 )  

※各 13：00～16：30（２時間単位）          

                  

              
 
    

2 日、5 日、9 日、12 日、16 日、19 日、23 日、26 日、30 日 

市民センター休館日を除く 毎週火曜日・金曜日（12：30～16：30） 

    

 

 泉図書館 

  黒松分室 

 

黒松地区歴史散策 16  

泉区の山の寺洞雲寺の石碑を読む（その７）―重興した洞雲寺― 

 
二匹の竜は、梅國禅師の法力のおかげで、あっという間に形なき天の道で生き 

られるようになった。そのお礼に自分たちの牙と鱗
うろこ

を置いていずことなく去った。その 

後、明応文禄（1492～1595）年間に梅國禅師が再興した山門と回廊が火事 

になり、仏閣すべてが灰塵と化した。 

寛永３（1626）、藩主伊達政宗公が、この渓谷に以前のような仏閣を再興し、 

それとは別に 60 石の地を与え各院に住職を置くよう命じた。それから、数百年が過ぎ 

自然に衰退し補修しなかったので、山林も田園も数十人いた僧侶も百姓となった。 

享保 17（1732）年、輪王寺住職牷
ぜん

蓍
だ つ

和尚がいく度かこの地に来て、昔日の景勝地が荒廃し鐘楼の鐘の声も長らく絶えて

いることを哀しみ、もう一度復興することを決心し、藩主伊達吉村公にこの旧跡を頂戴したい旨を申し出た。吉村公は、大いに喜

びこれを快諾し、その地を元のようにすることを命じた。人々の寄進を募り、伽藍を先の二人の禅師の功徳に従って復興した。吉村

公は九十九の渓谷はもとより、寺用の田、九条僧袈裟を一衣、詠まれた和歌五首、華蔵海の額字を寄進した。またこの重興に

関する石碑文を牷
ぜん

蓍
だ つ

和尚が記した。 

 

洞雲寺に展示してある（右）牙（左）鱗  

「延享４年（1747 年）6 月 28 日  

施主 阿部左七郎藤原安次 資産投資 建立 

石工 仙台在住の与右ヱ門」（完） 

 

資 料：泉市史「洞雲寺石碑」より   

口語訳：七北田宿歴史研究会 会員 加藤恵子 

写 真：仙台市ホームページ泉区  

泉なつかし写真館―第 2回 山の寺洞雲寺より 

 


